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１　はじめに
仁王像は、仏教の守護神である天部の一
つの金剛力士であり、通常は寺院の表門な
どに阿形と吽形の 2体 1対で安置されるこ
とが多い。代表例は、建仁 3（1203）年造
立の東大寺南大門金剛力士（国宝）であ
る。日本を代表する鎌倉時代の仏師、運慶
が代表となり作像したもので、日本国内の
木造、石造を問わず仁王像の作例の模範と
なっている。
石造仁王像について、玉名市内では伊倉
南八幡宮のほか、繁根木八幡宮、梅林天満
宮などの例が知られる。神仏習合の影響で
八幡宮などの神社に所在することが多い。
本来楼門に安置されていたものの、明治時
代の神仏分離令によって敷地外に移設され
た例もある。材質は、熊本県天草市の下浦
産に代表される天草砂岩製の仁王像が多
く、移設されて楼門などの保護施設がない
場合は、長年の風雨にさらされ、破損が進
行している例もある。
今回の調査では、伊倉南八幡宮の石造仁
王像を取り上げ、保存環境を把握して現状
と破損状況などを確認し、記録を作成する
ことを目的とする。また作成された資料か
ら、保存に関する若干の見解を述べる。
２　伊倉地域と伊倉南八幡宮につい
て
菊池川左岸に位置する伊倉は、右岸の高
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瀬とともに菊池川河口の港として発展した
町で、中世において大陸からの高僧やキリ
スト教の宣教師なども訪れている。江戸時
代の大陸から渡ってきた明人の墓などがあ
り、海外とも活発な交流が行われていた地
域であった。
加藤清正の肥後入国後、菊池川の流路変
更や石塘築堤によって、河川の流路が高瀬
側に限定された以降は船が入らなくなり、
港としての機能はなくなったものの、菊池
川右岸の中心として、江戸時代以降も在町
として栄えた。
伊倉南八幡宮は、道路を隔てて隣接する
伊倉北八幡宮と共に、奈良時代の和同年間
に勧請されたと伝えられる。近代の旧社格
では郷社に列せられる由緒ある神社であ
り、古くから伊倉地域の住民の崇敬を集め
てきた。
『宇佐大鏡』によれば、伊倉は古代玉名
郡の郡司であった日置氏が開発した所領で
ありこれを承保元（1074）年に筑前講師永
源に売却し、さらに康和 5（1103）年に永
源から宇佐大宮司公順の手に渡って宇佐八
幡宮領になったとされている。それ以降、
宇佐氏に代々相伝され、半不輸領の荘園
「伊倉別符」として成立したと考えられ
る。天文 2（1533）年の宇佐宮番長（財務
担当者）永弘通忠による報告「宇佐宮領注
文」には「玉名郡宇佐宮領 伊倉保百五十
町」とある。
江戸時代以降は、現在のように伊倉北方
と伊倉南方と分かれ、八幡宮もそれぞれで
運営された。明治 22 年、伊倉地域の村々
が合併し、伊倉村となった。
３　仁王像の現状について
仁王像は、西向きに位置する伊倉南八幡
宮鳥居の外側にあり、南側が阿形、北側が
吽形が配置される。神社敷地は一段高く、
約 2.5 ｍの高低差があり、敷地内から階段
を下りた両側南北に配置される。以下、法
量を記す。
阿形（南側）  　　吽形（北側）
像高　2.33ｍ　　像高　2.46ｍ
台座　0.56ｍ　　台座　0.44ｍ
総高　2.89ｍ　　総高　2.46m
阿形背面裾部陰刻銘
天保六己未年　奉寄進　内田新三郎　十
月吉日
吽形背面裾部陰刻銘
天保六己未年　奉寄進　内田新三郎　九
月吉日
銘文から天保 6（1835）年に内田新三郎
によって奉納されたのが判明する。内田家
は伊倉の名家であり、江戸時代に代々寸志
を重ね、新三郎の代は南方村人数、次の四
平衛の代で一領一疋となり、伊倉の発展に
寄与した。
南側の仁王像の台座に銘板があり、それ
によると明治時代の神仏分離令で神社外の
別の場所へ移動され、昭和 40 年に現位置
に設置されたことが記されている。現位置
で今年（2019年）で55年が経過している。
像のすぐ前は道幅約 3.5 ｍの市道伊倉八幡
宮方諏訪線が南北に走る。西側に隣接して
社参拝者用の駐車場となっている。北側は
県道肥後伊倉停車場田崎線が東西に走り、
ダンプトラックなど大型車の通行が比較的
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多い。
伊倉南八幡宮敷地内は樹木の大木が多
く、玉名市の天然記念物として「伊倉八幡
宮の大樟」と「伊倉八幡宮のナギ」の 2本
が指定されている。それ以外に拝殿東側に
は杉林が広がる。特に大楠は樹高約 26.5m
で枝振りが大きく樹勢もよく、敷地内から
南側の阿形の仁王像直上まで枝が伸びてい
る。市道を超えて西側の敷地まで伸びてい
たこともあり、市道上部で適宜剪定されて
いる。
伊倉南八幡宮仁王像の石材である下浦砂
岩は、熊本県天草市の下浦地域で産出さ
れ、古墳時代の古墳石室部材など古くから
使用例がある。特に江戸時代から明治時代
にかけて建築材や石塔、石仏、墓石などに
盛んに使用される例が熊本県内で確認され
る。石材の特徴としては柔らかく加工しや
すい堆積岩である。しかし近年は石の表面
の亀裂、剥離など破損が見受けられること
が多く、保存上の課題となっている。
４　保存環境について
（1）立地
伊倉南八幡宮が所在する地点は、金峰山
系の二ノ岳、三ノ岳からの延びる丘陵裾部
に位置する。標高約 25 ｍから 35 ｍほど
の、傾斜が緩やかで平坦な伊倉丘陵性台地
と呼ばれる範囲に含まれる。台地は阿蘇火
砕流堆積物で形成される。硬質の岩盤など
はみられないものの、付近に活断層は現在
のところ確認されておらず、比較的安定し
た地盤と考えられる。
北　北緯32.906384  東経130.577565
南　北緯32.906325  東経130.577586
（グーグルマップ計測）
吽形仁王像
（北側）
阿形仁王像
（南側）
図3　伊倉南八幡宮敷地図
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表1　気象データ表（熊本県岱明）
表2　気象データ年間平均表（熊本県岱明）
年 降水量(mm) 気温(℃) 風向・風速(m/s) 日照
合計 日最大 最大 平均
最高 最低
平均 最大
風向
時間
1時間 日平均 日最高 日最低 風速 風速 (h)
1979 1848 152 33 15.7 20.6 11.2 34.7 −2.9 1.5 9 北北東 2310
1980 2765 410 62 14.9 19.4 10.5 33 −5.9 1.5 9 /// 1963
1981 1787 170 44 15 19.8 10.5 34.8 −7.4 1.5 8 東北東 2174
1982 1812 218 51 15.7 20.5 11.2 34.3 −4.8 1.5 9 西 2318
1983 1746 110 27 15.8 20.7 11.3 36.3 −7.1 1.5 9 西南西 2319
1984 1498 88 43 15.3 20.3 10.8 36.4 −5.8 1.5 8 南 2409
1985 1969 153 44 15.8 20.4 11.5 36.1 −5.4 1.5 10 /// 2242
1986 1844 135 52 15.2 20.2 10.7 35.7 −4.3 1.4 7 西南西 1179
1987 2248 161 41 15.9 20.7 11.4 34.4 −4.4 1.4 8 南西 1787
1988 1986 209 78 15.5 20.4 11 35.1 −4.3 1.4 6 北北東 1902
1989 1941 217 47 16 20.9 11.4 34.8 −3.3 1.4 8 東南東 1857
1990 1432 121 53 16.6 21.4 12.1 36.7 −6 1.4 9 北北東 1921
1991 1740 182 37 16.3 20.9 12.2 36.1 −5.2 1.4 13 /// 1574
1992 1408 118 60 16.3 21.1 11.8 34.4 −3.3 1.5 11 西南西 1574
1993 2652 184 55 15.7 20.4 11.3 33.2 −3.7 1.5 13 北北西 1402
1994 766 78 41 17 22.3 12.3 38.1 −3.7 1.4 7 北北西 1914
1995 1698 143 47 15.8 20.7 11.1 36.2 −5 1.4 7 南南西 1854
1996 1556 87 33 16 20.9 11.5 36.3 −4.9 1.4 9 東北東 1870
1997 2669 209 62 16.6 21.4 12 34.9 −3.6 1.3 7 北 1959
1998 1892 136 46 17.7 22.4 13.4 35.3 −5 1.2 9 南西 1735
1999 2286 247 59 16.6 21.5 12.1 34.5 −4 1.3 15 東北東 1724
2000 1526 114 28 16.7 21.6 12.1 35.8 −4.2 1.4 7 南 1953
2001 1669 158 46 16.8 21.7 12.2 36.8 −3.6 1.4 6 北北西 1902
2002 1404 95 32 16.9 21.8 12.4 35.8 −2.5 1.5 7 南 1888
2003 1717 118 28 16.9 21.9 12.4 36.1 −4 1.3 10 南南西 1741
2004 1587 111 44 17.3 22.6 12.4 37 −4.7 1.4 19 南南西 2129
2005 1409 120 79 16.6 21.7 11.9 36.8 −4.7 1.6 11 南南西 2060
2006 2173 222 86 17 22 12.5 37.4 −4.1 1.5 15 南 1921
2007 1489 143 45 17.4 22.7 12.6 36.5 −3.8 1.4 9 北北西 2097
2008 1915 111 42 16.7 21.9 12.2 36.2 −4.3 1.4 7 北 2115
2009 1517 113.5 43.5 17 22.3 12.2 37.9 −4 1.5 8.2 南南西 2054
2010 1479 127 53 18.4 23.4 14 36.9 −3.7 1.9 10.7 西 1961
2011 1893 163 40 16.4 21.5 12 37.6 −4.6 2.1 9.2 北北西 2020
2012 1993.5 214 58.5 16.3 21.3 12 37.1 −6 2 10.6 南南東 2021
2013 1704 146 91.5 17 22 12.3 36.6 −3.5 2.1 9.7 北 2289
2014 1692 134 60 16.4 21.5 12 37.2 −4.1 2 11.7 北北西 1960
2015 2130.5 90 40.5 16.8 21.8 12.5 36.7 −2.5 1.9 17.2 東北東 1964
2016 2170 167.5 51 17.7 22.6 13.4 38 −6.7 1.9 9 南南西 2027
2017 1644 219 68.5 16.7 21.7 12.2 37.9 −4.1 2 12.7 東北東 2183
2018 1754 208.5 47 17.2 22.3 12.6 37.7 −5.1 2 14.5 北 2231
要素 降水量 平均気温 日最高気温 日最低気温 平均風速 日照時間
(mm) (℃) (℃) (℃) (m/s) (時間)
統計期間 1981～2010 1981～2010 1981～2010 1981～2010 1981～2010 1986～2010
資料年数 30 30 30 30 30 25
1月 56.4 5.2 10.3 0.5 1.4 126.5
2月 72.6 6.4 11.7 1.3 1.5 142
3月 124.1 9.7 15.2 4.4 1.6 157.4
4月 133.5 14.8 20.7 9.2 1.6 182.5
5月 176.5 19.4 25.1 14.2 1.5 185.5
6月 347.1 23.1 27.9 19.1 1.5 135.7
7月 315.9 26.9 31.4 23.5 1.6 191.6
8月 160.4 27.9 33 23.9 1.5 222.8
9月 170.1 24.3 29.7 20 1.4 180.1
10月 78.3 18.4 24.5 13.2 1.3 187
11月 80 12.6 18.4 7.4 1.2 148.3
12月 50 7.4 12.9 2.4 1.3 140.8
年 1783.1 16.3 21.7 11.6 1.4 2001.9
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（2）気象
表 1、2は気象庁ホームページからの引
用で、年間の気象状況をまとめた一覧であ
り、内容から保存に関する内容と環境を確
認する。温湿度については、仁王像のすぐ
近くでは測定を行っていないため、参考値
として保存環境の判断材料とする。
気温については、測定期間の 1979 年か
ら 2018 年のうち、最高気温 38.1℃、最低
気温年間−7.4℃を記録している（表 1）。
月平均では、1981～2010年の期間で1月が
最低気温 0.5℃を記録している（表 2）。石
材の凍結破壊の指標となる冬場の最低温度
については、1月、2月で注意が必要とな
る。
仁王像に対する日射の影響は、覆屋等は
ないので直接日光が当たる。ただ東側に神
社施設の建物と樹木があり、午前中、直射
日光は限定される。樹木は常葉樹で、年間
を通して日陰になる。西側には遮蔽物はな
いため、正午過ぎから日没まで直射日光に
晒される。仁王像の後背（東側）には約
1.5ｍ離れて高さ約2.3ｍの八幡宮石垣があ
る。円形に近い安山岩を用いて築造されて
いる。西日の場合、直接仁王像に日光が当
たる分と、石垣からの反射光も多少あると
みられる。
５　記録作成の方法
SfM/MVS （Structure from Motion/Multi 
View Stereo）技術を用いた 3次元モデルを
作成し、そのオルソ画像を下図とした立面
図に破損状況等を記入した。SfM/MVSと
は、複数の写真からカメラ位置を割り出
し、3次元モデルを作成する方法で、レー
ザースキャナーを用いた測量方法と比較し
て、専用機材等は必要なく、安価に実施す
ることができ、近年文化財の記録方法とし
て普及しつつある。
使用機器・作成データ
カメラ・レンズ
阿形　ニコンD5300　
シグマ17-50mmF2.8 EX DC OS 
HSM
写真71枚
吽形　iPhone7　写真55枚
パソコン
NEC LAVIE HZ550 メモリ4GB　　　
SSD  128GB
アプリケーションソフト
Agisoft PhotoScan Standard
 Version1.4.1（現Metashape）
６　仁王像の状況
（1）破損の概要
仁王像は 2体とも破損がみられ、過去に
セメント系の目地補修材などで修復されて
いる。全体的に像の下半身に破損が多い。
特に目立つのは、衣部分の破損である。以
下、主な亀裂等の詳細を記す。
阿形（南側）
1　左腕前腕部の肘から手部分にかけて
2ヶ所の亀裂があり、外側の亀裂が深
く、前腕部の約半分が剥離する危険があ
る。亀裂口が補修されている。
2　腹部左側に縦方向の亀裂
3　左脇腹付近い亀裂、補修材が多めに塗
布されている。
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4　左衣上部に亀裂
5　左衣上部の端部が欠損
6～8　左衣部分に縦方向の亀裂
9　右衣部分に縦方向の亀裂
10　右足脛外側に縦方向の亀裂
11　左足脛外側に縦方向の亀裂
12、13　左足甲に亀裂と摩耗
14　右足甲部分が修復
15　裏面の衣部左側に縦方向の亀裂大小
4ヶ所ほど。
16　裏面左側台座との接合部に亀裂
1
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図4　阿形仁王像現況図
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吽形（北側）
1　胸部から腹部にかけての亀裂。腹部の
一部が剥離しかけている。
2　左腕前腕部から先の欠損
3　左腕上腕部に亀裂
4　前面の衣全体の剥離
5　衣部右側先端部の欠損
6　衣部右側亀裂2ヶ所
7　衣部右側から裏側へかけての亀裂、剥
離しかけている。
8、9　衣部右側の縦方向の亀裂
10　右足脛外側から足首にかけての剥離
11　右足脛内側の縦方向の亀裂
12　左足脛内側の縦方向の亀裂
1
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図5　吽形仁王像現況図
150 崇城大学芸術学部研究紀要　第 13 号
13　左足脛外側から足首にかけての剥離
14　衣部左側の縦方向の亀裂
15　衣部裏面左側に縦方向の亀裂
16　衣部左端部の欠損
17　左足甲部分の剥離
18　台座部分の剥離
（2）着生植物など
屋外に設置された文化財の特徴として、
日射、降雨などの影響で様々な植物の発生
が見受けられる。仁王像の表面は苔などが
付着しており、その状況を述べる。
仁王像に使用されている砂岩の本来の色
調は、灰白色（10YR5/4、農林水産省農林
水産技術会議事務局監修標準土色帖によ
る）を呈すが、像の全体が黒シミで覆われ
ている。特に直射日光が当たる部分がより
黒くなっている傾向がある。黒シミは南側
（阿形）より北側（吽形）が黒くなってお
り、日射量の差が推察される。
さらに 2体とも全体的に白色の斑点状の
地衣類が付着している。地衣類とは、菌類
と苔類の共生体であり、屋外の石造物など
にはよく発生している。一度発生すると完
全な除去が難しい。
像の裏側には緑色の苔が発生している。
南側の阿形の裏側、左側（北側）が最も顕
著である。苔は直射日光が当たる部分には
発生しておらず、影になる部分でより多く
発生している。
７　考察
今回は屋外で保存される文化財の一例と
して、伊倉南八幡宮の仁王像を取り上げ
た。2体とも亀裂や石表面の剥離などがみ
られ、この破損状況は天草産の砂岩製石造
物に共通する破損で、熊本県下の江戸後期
から明治時代にかけて造られた石造物でよ
く見かける。おおむね日射量が多い部分で
亀裂などの破損が多い傾向がみられる。ほ
かの石造物も同様な現象であると判断され
る。砂岩は水分を吸収しやすい軟岩で、日
当たりがよい部分は雨にも打たれやすく、
日射による乾燥と降雨による水分の吸収を
繰り返し、乾燥と湿潤の振れ幅が大きいこ
とが石材の劣化を速めていることが考えら
れる。これに冬場の気温が氷点下になる場
合、石材に浸透した水分が凍結し、気温が
上がって溶けることを繰り返すとさらに石
材が劣化する凍結破壊の現象が生ずる。伊
倉南八幡宮の仁王像の場合は、気温が氷点
下に下がることがそう多くはないものの、
注意が必要である。
着生植物については、日射が少ない部分
は緑色の苔類、日射が多い部分は黒ジミに
なっている部分と、わりありはっきりして
いる。日射の影響は、屋外環境における共
通の課題となっている。
８　おわりに
屋外に設置された石造文化財は、日射や
降雨など保存環境が良好でない場合が多
い。環境変化に耐性が高い石造物であって
も、数十年、数百年の保存を想定する必要
がある場合は、相応の保存環境の把握と検
討、整備が重要である。
今回の検討が、今後の適切な管理と、将
来の修復時の参考となれば幸いである。
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